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正面夕景 グラウンドと南外観 ２号館外観
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述
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■工　事　名　称：浦和実業学園中学校・高等学校校舎整備計画　新１号館新築工事
■建　設　場　所：埼玉県さいたま市南区文蔵３－９－１
■建　築　主：学校法人九里学園
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：ＲＣ一部Ｓ造
■階　　　数：地上４階
■設計・監理：サイト一級建築士事務所
■施　　　工：東急建設株式会社東日本建築支店
■工　　　期：年７月１日～年４月日

※撮影／北田英治（２号館除く）

１階　ＵＪカフェ ２階　ラーニングコモンズ

２階　アクティブラーニング ３階　スポーツスタジオ

　このたび、本学園のシンボル棟となる１号館が完成い
たしました。本事業は年度に創立周年を迎えまし
た本学園の記念プロジェクトとして、校章やスクールカ
ラーの刷新、新たな制服デザインの採用などと併せ進め
てきました。年春には１号館に先駆け、一般教室主
体の２号館が完成し、運用を始めています。

　図書室、特別教室等で構成される１号館を建設するに
あたり、生徒たちの声を計画に取り入れました。それは、
学内でのコミュニティーの場所がほしいという要望で
す。本学園はリクエストに応え、カフェや図書室に隣接
したコミュニティースペースを積極的に配置しておりま
す。
　新校舎建設事業については、週１回の関係者会議を開
き、設計者、施工者との綿密な議論検討を重ね、学生た
ちが誇りを持って学べる施設の実現に取り組んで参りま
した。
　本学園の理念を深く理解していただき形にしてくださ
った設計者、タイトな期間にもかかわら高品質に仕上げ
てくださった施工者、および工事期間中ご心配とご配慮
を賜りました近隣の皆さまにこの場をお借りして厚く御
礼申し上げます。
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授業と放課後、ひろがる活動場所
　１号館学生ホールは、多感な時期を過ごす、友達との
学びや集い、部活動の時間など、生涯の大切な思い出を
つくる場所を、学園とともに計画しました。鉄筋コンク
リート造と屋根部分の鉄骨造を組み合わせた、混構造の
４階建てで、構造設計は山辺構造設計事務所です。
　１階の〈ＵＪカフェ〉は食堂、放課後の学習スペース、
学園行事の集会室として利用。２階の自由な学習スペー
ス〈ラーニングコモンズ〉では、〈アクティブラーニン
グ〉の授業や放課後の自習室〈フリーラーニング〉、そ
して〈図書室〉〈音楽室〉。３階には体育の授業、部活
動と集会室に活用する〈スポーツスタジオ〉と、多層的
にひろがる活動場所を設けています。

成長を感じる屋根
　ＪＲの車窓からも見える、新しい学園のシンボルとし
て計画した１号館の特徴は屋根の形です。北側近隣の日
照への配慮から、既存建物の建て替えを決断して、学園
では初めての屋根を掛けた校舎の誕生です。屋根の棟を、
西から東へと高くすることで、外観も内部空間も動きを
感じる形を提案しました。

シンボルタイルの壁
　正面外観はコンクリート打放しの柱と、内部の活動を
伝えるガラスカーテンウオール、そして壁はタイルで仕
上げました。学園のシンボルカラーをイメージする壁の
表情です。ＵＪマークのレリーフタイルの製作と、変化
に富む色を組み合わせたタイルは島根県石州瓦亀谷窯業
の伝統的な工法で焼かれています。均一な工業製品では
除かれてしまう、多彩な色の表現に、この学園に学ぶ、
一人一人の個性が生かされる教育と、多様な人で成り立
つ社会への思いを託しています。
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